
消防・救急緊急自動車運転技能者課程のご案内

消防・救急緊急自動車運転従事者を対象に、スラローム、スキッド
コントロール、狭隘路走行、バック走行のほか、緊急走行時に必要
な知識と技能についての研修を実施し、消防車・救急車の安全走行
技術等の高度化を図ります（３泊４日）<初日13:00開始 最終日15:10終了>

研 修 内 容

研修状況（動画）はこちら
からご覧いただけます。

安全運転中央研修所（茨城県ひたちなか市）

実
技

日常点検
車両点検の必要性を理解し、具体的な点検方法及び点検ポイント
を体験的に習得する。

基本走行
車を正確にコントロールするために必要な運転姿勢を確認しなが
ら、車両特性を把握する。

ブレーキング
緊急時のブレーキ操作要領を習得しながら、ブレーキ操作の難し
さ、止まる限界を体験し、具体的な安全運転行動の取り方を学ぶ。

スラローム走行 運転姿勢の重要性を体験し、操作レベルの向上を図る。

スキッド走行
ＡＢＳブレーキの効果と限界及びアンダーステア・オーバーステ
アなど、走行性能の限界を体験することにより、車両性能の限界
を理解し、危険に近づかない安全運転行動の取り方を学ぶ。

狭隘路走行
バック走行

狭い道を安全に走行するための車両感覚及び誘導方法を習得する。

危険回避と限界
具体的な危険回避の手段を習得したうえで、危険回避の限界を
体験し、危険に近づかない安全運転行動の取り方を学ぶ。

緊急走行
安全補助要領

安全かつ迅速に緊急走行を行うための運転方法及びマイク広報を
含めた補助要領を体験的に習得する。

信号回避
危険回避に対する人間の能力の限界を体験し、危険に近づかない
安全運転行動の重要性を学ぶ。

危険予測と
運転行動

右直事故の要因を検証したうえで、運転技術や車の性能だけでは
事故を防げないことを体験し、具体的な安全運転行動の取り方を
学ぶ。

夜間研修
夜間における人間の視覚特性の変化を体験し、夜間走行時の安全
運転行動の取り方を学ぶ。

ブレーキング

スキッド走行

危険回避と限界

夜 間 研 修

交通危険学

車両の特性

運転適性検査法

人－車－道路における主要な危険発生パターンを理解し、
危険の抽出、危険予知能力の向上を図る。

車両のメカニズムや原理を把握し、その特性と限界を理解し、
安全運転行動の重要性について、認識の向上を図る。

運転適性検査の必要性を理解し、活用方法を修得する。

日常点検
車両点検の必要性を理解し、具体的な点検方法及び点検ポイン
トを体験的に習得する。

実技研修（17時限）

理論研修（5時限）



自動車安全運転センターは、「自動車安全運転センター法」(昭和50年法律第57号)に基づき国家公安委員
会によって設立が認可された全国で唯一の法人です。安全運転中央研修所における安全運転研修の実施の
他、累積点数の通知、運転経歴の証明、交通事故の証明、安全運転の調査研究などの事業を行っています。

2024.9

※ 研修に必要な宿泊実費を含みますが、食費は含まれません。

自動車安全運転センター

平成３年４月１日

自動車教習所指導員、バス・トラックの運転者、
緊急自動車運転者等に対して、安全運転に関する
技能・知識の習得を目的とする研修を行うことに
よって、質の高い運転者及び安全運転の指導者を
育成しています。

東京ドーム２０個分の広大な敷地の中に、「運転
上の危険」を安全に体験できる多種多様な施設を
持つ日本随一の総合的な安全運転研修施設です。

事 業内容

特 色

安 全 運 転 中 央 研 修 所 に つ い て

設置・運営

滞 在 施 設

居 室 大 浴 場 食 堂

居室２７０室、食堂などオフタイムも充実、快適に過ごせる宿泊施設

ワンボックス車両 救急緊急自動車運転者対象
課程

ワンボックス車両を使用

６トン／４トン車両 消防緊急自動車運転者対象
課程

６ｔ車両、４ｔ車両を使用

〒312-0005
茨城県ひたちなか市新光町605-16
TEL 029-265-9560（教務課）

安全運転中央研修所

安全運転をつくろう。

自動車安全運転センター
https://www.jsdc.or.jp/

または自動車安全運転センター各都道府県方面事務所へ

お問い合わせ先

研修に使用する車両

研 修 料 金

９４，３００円（税込）（Ｒ７．４．１～）

開 設 日

https://www.jsdc.or.jp/school/tabid/149/Default.aspx
本課程に関するＨＰ（研修動画を含む）

使 用 車 両



自動車安全運転センター各都道府県（方面）事務所お問い合わせ・お申込先

自動車安全運転センター本部

〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町3番6号紀尾井町パークビル2階
℡０３－３２６４－８６００（代表）

安全運転中央研修所

〒312-0005 茨城県ひたちなか市新光町６０５－１６
℡０２９－２６５－９５５５（代表）

北 海 道 事 務所 060-0002 札幌市中央区北２条西７－１－１（北海道警察本部内） ０１１（２１９）６６１５

旭川方面事務所 070-0036 旭川市６条通１０－２２３１－１（北海道警察旭川中央警察署内） ０１６６（２３）７２９９

釧路方面事務所 085-0018 釧路市黒金町１０－５－１（北海道警察釧路方面本部内） ０１５４（２５）７１７１

北見方面事務所 090-8511 北見市青葉町６－１（北海道警察北見方面本部内） ０１５７（２３）１７０５

函館方面事務所 040-0001 函館市五稜郭町１６－１（北海道警察函館方面本部分庁舎内） ０１３８（５５）７５００

青 森 県 事 務所 038-0031 青森市大字三内字丸山１９８－４（青森県運転免許センター内） ０１７（７８２）５０７４

岩 手 県 事 務所 020-0045 盛岡市盛岡駅西通１－７－１（いわて県民情報交流センター内） ０１９（６５３）１８７１

宮 城 県 事 務所 981-3117 仙台市泉区市名坂字高倉６５（宮城県警察本部運転免許センター内） ０２２（３７３）７１７１

秋 田 県 事 務所 010-1606 秋田市新屋寿町５－１（秋田県警察本部運転免許センター内） ０１８（８６３）８８１１

山 形 県 事 務所 994-0068 天童市大字高擶１３００（山形県総合交通安全センター内） ０２３（６５５）３４５６

福 島 県 事 務所 960-2261 福島市町庭坂字大原１－１（福島県警察本部運転免許センター内） ０２４（５９１）４１１１

東 京 都 事 務所 140-8682 品川区東大井１－１２－５（警視庁鮫洲運転免許試験場内） ０３（５７８１）３５５０

茨 城 県 事 務所 311-3116 東茨城郡茨城町大字長岡３７８３－３（茨城県警察本部運転免許センター内） ０２９（２９３）８８２２

栃 木 県 事 務所 322-0017 鹿沼市下石川６８１（栃木県警察本部運転免許センター内） ０２８９（７６）１４１１

群 馬 県 事 務所 371-0846 前橋市元総社町８０－４（群馬県総合交通センター内） ０２７（２５３）１１０２

埼 玉 県 事 務所 365-0028 鴻巣市鴻巣４０５－４（埼玉県警察本部運転免許センター内） ０４８（５４１）２４１１

千 葉 県 事 務所 261-0025 千葉市美浜区浜田２－１（千葉県警察本部運転免許センター内） ０４３（２７６）３０４０

神奈川県事務所 241-0815 横浜市旭区中尾１－１－１（神奈川県警察運転免許センター内） ０４５（３６４）７０００

新 潟 県 事 務所 957-0193 北蒲原郡聖籠町東港７－１－１（新潟県警察本部運転免許センター内） ０２５（２５６）２３４４

山 梨 県 事 務所 400-0202 南アルプス市下高砂８２５（山梨県総合交通センター内） ０５５（２８５）２３４４

長 野 県 事 務所 381-2224 長野市川中島町原７０４－２（長野県警察本部北信運転免許センター内） ０２６（２９２）５１１１

静 岡 県 事 務所 420-0949 静岡市葵区与一６－１６－１（静岡県警察中部運転免許センター内） ０５４（２５２）３１９１

富 山 県 事 務所 931-8562 富山市高島６２－１（富山県運転教育センター内） ０７６（４５１）１８４０

石 川 県 事 務所 920-0209 金沢市東蚊爪町２－１（石川県警察本部運転免許センター内） ０７６（２３７）５９００

福 井 県 事 務所 919-0476 坂井市春江町針原５８字３（福井県警察本部運転者教育センター内） ０７７６（５１）３９８０

岐 阜 県 事 務所 500-8384 岐阜市薮田南５－１４－１２（岐阜県シンクタンク庁舎内） ０５８（２７４）１０００

愛 知 県 事 務所 468-8537 名古屋市天白区平針南三丁目６０５番地（愛知県警察本部運転免許試験場内） ０５２（８０５）０６２５

三 重 県 事 務所 514-0821 津市垂水２５６６（三重県警察運転免許センター内・東ウイング） ０５９（２２３）１２３１

滋 賀 県 事 務所 524-0104 守山市木浜町２２９４滋賀県警察本部運転免許センター内） ０７７（５８５）３４５６

京 都 府 事 務所 612-8486 京都市伏見区羽束師古川町６４７－１（京都府警察本部自動車運転免許試験場内） ０７５（６３１）７６００

大 阪 府 事 務所 571-0033 門真市一番町２３－１６（大阪府警察門真運転免許試験場内） ０６（６９０９）５８２１

兵 庫 県 事 務所 650-0011 神戸市中央区下山手通５ー４－１（兵庫県警察本部内） ０７８（３５１）７８８２

奈 良 県 事 務所 634-0007 橿原市葛本町１２０－３（奈良県警察本部運転免許課内） ０７４４（２３）７１７１

和歌山県事務所 640-8313 和歌山市西１（和歌山県警察本部交通センター内） ０７３（４７２）４４３３

鳥 取 県 事 務所 680-0841 鳥取市吉方温泉２－５０１－１（鳥取県運転免許センター内） ０８５７（５０）１２８８

島 根 県 事 務所 690-0131 松江市打出町２５０－１（島根県警察本部運転免許センター内） ０８５２（３６）６２５５

岡 山 県 事 務所 709-2192 岡山市北区御津中山４４４－３（岡山県運転免許センター内） ０８６（７２４）４３６０

広 島 県 事 務所 731-5108 広島市佐伯区石内南３－１－１（広島県運転免許センター内） ０８２（９４１）５１１１

山 口 県 事 務所 753-8504 山口市滝町１－１（山口県警察本部内） ０８３（９２４）４１５１

徳 島 県 事 務所 771-0214 板野郡松茂町満穂字開拓１－１（徳島県運転免許センター内） ０８８（６９９）１１００

香 川 県 事 務所 761-8031 高松市郷東町５８７－１３８（香川県警察本部運転免許センター内） ０８７（８８２）３３９９

愛 媛 県 事 務所 799-2661 松山市勝岡町１１６３－７（愛媛県警察本部運転免許センター内） ０８９（９７８）１９９９

高 知 県 事 務所 781-2120 吾川郡いの町枝川１６５（高知県警察本部運転免許センター内） ０８８（８９２）５２２１

福 岡 県 事 務所 811-1396 福岡市南区花畑４－７－１（福岡県警察本部福岡自動車運転免許試験場内） ０９２（５６４）３６４４

佐 賀 県 事 務所 840-0831 佐賀市松原１－１－１６（佐賀県警察本部内） ０９５２（２９）０３３５

長 崎 県 事 務所 850-8548 長崎市尾上町３－３（長崎県警察本部内） ０９５（８２５）４５９１

熊 本 県 事 務所 869-1107 菊池郡菊陽町辛川２６５５（熊本県運転免許センター内） ０９６（２３３）２１１１

大 分 県 事 務所 870-0401 大分市大字松岡６６８７（大分県運転免許センター内） ０９７（５２４）６４２０

宮 崎 県 事 務所 880-0835 宮崎市阿波岐原町前浜４２７６－５（宮崎県総合自動車運転免許センター内） ０９８５（２９）３４５６

鹿児島県事務所 891-0122 鹿児島市南栄５－１－２（鹿児島県交通安全教育センター内） ０９９（２６９）７５７４

沖 縄 県 事 務所 901-0225 豊美城市字豊崎３－２２（沖縄県警察運転免許センター内） ０９８（８４０）２８２２
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受講した消防職員の皆さんの声

・

実技研修では、夜間の見え方、ブレーキの限界等、運転する上で
知っておいた方が良いことをたくさん学ぶことができ、とても為に
なる研修でした。理論研修では、運転適性検査や車両の特性、交通
危険学は学んだことがなかったので、とても新鮮でした。

人間の特性、能力や限界について、実体験に基づき体験できたこ
とは大変参考になりました。危険予測という部分において人それぞ
れ考えていること、着目点、優先順位は違い、自分が考えている事
を他人も考えているとは限らないという点について新たな発見があ
りました。

車両の特性、点検や日頃の体調管理の重要性、日常の運転に潜む
危険等をとても分かり易く説明して頂き、とても勉強になりました。

実技を行う前に説明があり、次に教官のデモ走行、最後に実施を
するので大変理解しやすくやり易かったです。何より教官方の雰囲
気の作りが上手でリラックスして研修に取り組めました。

緊急自動車を運転する者としては様々な危険時の運転をさせても
らい非常に良い経験になりました。現場に持ち帰って活かします。

経験年数を問わず緊急車両を運転する方にはぜひ体験してほしい
推薦できる研修だと思います。本課程は、実技・理論ともに内容も
濃く有意義な研修でした。

４日間ご指導ありがとうございました。車両や人間の限界を知る
ということは簡単なことではありませんが、研修の中でそれを知る
ことができました。難しい研修であるにもかかわらず分かり易く丁
寧な指導を頂きありがとうございました。実技研修だけでなく「プ
ロとは何なのか」ということを学ぶ事ができた機会でもありました。
中央研修所は格が違うということは色々な人から聞いていましたが、
それを肌で感じることができ大変刺激になりました。

全国の消防の仲間と意見交換ができてよかったです。

・

・

・

・

・

・

・

令和5年度 423名受講（139消防本部）


